
Information

　　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
は
毎
年
１
月
１
日
で
す
。

　
　

今
年
中
に
家
屋
を
新
築
・
増
築

し
た
り
、
既
存
の
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
税
務
収
納
課
資
産

税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
宅
地
に
つ
い
て
次
の
区
分
が
あ

り
ま
す

【
住
宅
用
地
】

　
　

住
宅
用
地
に
は
、
税
負
担
を
軽

減
す
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て

い
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地
…
200
㎡
以

下
の
住
宅
用
地
（
200
㎡
を
超
え
る

場
合
は
住
宅
１
戸
当
た
り
200
㎡
ま

で
）を
小
規
模
住
宅
と
い
い
、課
税

標
準
額
が
価
格
の
６
分
の
１
に
な

り
ま
す
。

▼
一
般
住
宅
用
地
…
小
規
模
住

宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
を
一

般
住
宅
用
地
と
い
い
、
課
税
標
準

額
が
価
格
の
３
分
の
１
に
な
り
ま

す
。た
だ
し
、家
屋
の
床
面
積
の
10

倍
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

併
用
住
宅
の
場
合
は
一
定
の
率
を

乗
じ
た
面
積
だ
け
が
特
例
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
非
住
宅
用
地
】　

　　

非
住
宅
用
地
に
は
特
例
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。
倉
庫
な
ど
を
取
り

壊
し
た
場
合
、
家
屋
の
評
価
が
な

く
な
り
、税
額
は
下
が
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た

場
合
、
家
屋
の
税
額
は
下
が
り
ま

す
が
、宅
地
は
非
住
宅
用
地
と
な
っ

て
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、
課
税
標

準
額
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
、税
額

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
築
住
宅
に
は
減
額
措
置
が
あ

り
ま
す

▼
減
額
措
置
と
は
…
居
宅
や
併

用
住
宅
を
新
築
し
た
と
き
は
、
新

築
後
一
定
期
間
、
次
の
要
件
で
固

定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　

対
象
は
居
住
部
分
と
な
っ
て
お

り
、
併
用
住
宅
で
は
居
住
部
分
の

割
合
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の
に

限
ら
れ
ま
す
。ま
た
、床
面
積
が
50

㎡
（
一
戸
建
て
以
外
の
貸
家
住
宅

は
40
㎡
）
以
上
、280
㎡
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。
対
象
面
積
は
居
住
部

分
の
120
㎡
と
な
り
、120
㎡
ま
で
の
住

宅
は
全
面
積
を
、
120
㎡
を
超
え
る

住
宅
は
120
㎡
分
を
減
額
し
ま
す
。

　
　

減
額
さ
れ
る
額
は
税
額
の
２
分

の
１
、減
額
さ
れ
る
期
間
は
一
般
の

住
宅
は
新
築
後
３
年
間
、
長
期
優

良
住
宅
は
新
築
後
５
年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
収
納
課

　
　

令
和
６
年
中
に
納
付
さ
れ
た
国

保
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
付
確
認
書

を
、
市
役
所
税
務
収
納
課
、
市
民

保
険
課
、
高
齢
者
介
護
課
お
よ
び

各
支
所
で
発
行
し
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
必
要
な
方
は
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
の
際
、
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の（
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
別
世
帯
の
方
が
申
請
す
る

場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
来
庁
が
困
難
な
方
に
は
郵
送
も
で
き
ま

す
の
で
、各
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　
　

市
役
所
税
務
収
納
課
、市
役
所

市
民
保
険
課
、市
役
所
高
齢
者
介

護
課

　　
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」と
は
、症
状

が
安
定
し
て
い
る
人
に
対
し
て
医

師
が
定
め
た
期
間
内
で
最
大
３
回

ま
で
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
処
方

箋
の
こ
と
で
す
。病
院
で
再
診
を
受

け
ず
に
同
じ
薬
を
薬
局
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を
使
う
こ
と
で

●

医
療
機
関
の
受
診
回
数
が
減
る

の
で
、
医
療
費
の
負
担
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

●

通
院
の
た
め
の
移
動
時
間
や
病

院
で
の
待
ち
時
間
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
発
行
に
は
医
師
の

判
断
が
必
要
で
す
の
で
、詳
し
く
は
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
分
割
調
剤
と
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

の
違
い

　
　
「
分
割
調
剤
」と
は
、
患
者
の
状

況
を
考
慮
し
薬
剤
師
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
場
合
や
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
初
め
て
利
用
す
る
の
が

不
安
な
患
者
に
対
し
て
、
不
安
を

取
り
除
く
場
合
等
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

例
え
ば
、
90
日
分
の
医
薬
品
を

30
日
分
ご
と
に
調
剤
し
て
交
付
す

る
場
合
、「
30
日
分
の
処
方
箋
を
繰

り
返
し
利
用
で
き
る
回
数
（
３
回
）

を
記
載
し
て
発
行
」
す
る
の
が
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
、「
90
日
分
の
処
方

箋
を
発
行
し
、
薬
局
に
対
し
て
３

回
の
分
割
指
示
」
を
す
る
の
が
分

割
調
剤
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

毎
日
2
，9
0
0
食
を
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
学
校
等
に
配
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
大
変
な
仕
事
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

ご
高
齢
の
方
も
た
く
さ
ん
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
の
若
い
方
の
活
躍
（
お
店
な
ど
）
も
ど
ん
ど
ん
載
せ
て
も
ら
え
る
と
少
し
で
も
応
援
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

　
　

住
宅
政
策
課
で
は
、
当
課
の
管

理
す
る
公
園
を
対
象
に
、年
１
回
遊

具
の
安
全
点
検
を
実
施
し
て
い
ま

す（
危
険
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
場

合
に
は
順
次
対
応
し
て
い
ま
す
）。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
、

よ
り
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
、
遊
具
等
の
不
具
合
や
危
険

箇
所
な
ど
、
お
気
付
き
の
点
が
あ

れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
住
宅
政
策
課

　
　

12
月
10
日
（
火
）に
10
月
分
〜

11
月
分
の
２
か
月
分
の
児
童
手
当

を
振
り
込
み
ま
す
。
制
度
改
正
に

よ
り
12
月
か
ら
２
か
月
に
１
回
の

支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、通
帳
で
入

金
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　　

児
童
手
当
の
制
度
が
10
月
か
ら

改
正
さ
れ
、
支
給
対
象
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。手
続
き
が
必
要
と
思
わ

れ
る
世
帯
に
は
９
月
中
旬
以
降
に

案
内
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

■
手
続
き
が
必
要
な
方

●

中
学
生
以
下
の
児
童
は
い
な
い

が
、
高
校
生
年
代
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

●

所
得
が
上
限
限
度
額
を
超
え
て

お
り
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止

と
な
っ
て
い
た
方

●

18
歳
年
度
末
以
降
か
ら
22
歳
年

度
末
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
お

り
、そ
の
児
童
と
０
歳
か
ら
高
校
生

年
代
の
児
童
が
合
わ
せ
て
３
人
以

上
い
る
方

※
養
育
し
て
い
る
高
校
生
年
代
の
児
童
の

住
所
が
香
南
市
外
の
場
合
は
、こ
ち
ら
で
把

握
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い

　
　

父
ま
た
は
母
の
う
ち
、
所
得
の

高
い
方
が
公
務
員
の
場
合
は
勤
務

先
に
、
香
南
市
外
に
住
所
が
あ
る

場
合
は
住
所
地
の
自
治
体
に
申
請

が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
限

　　

令
和
７
年
３
月
31
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

固
定
資
産
税
の
届
け
出

　
　

社
会
保
険
料
の

　
　

納
付
確
認
書
発
行
に
つ
い
て

T
税

T  a  x

税

E
環 境

Environment

環 境

　
　

公
園
遊
具
の
異
変
に

　
　

気
付
い
た
ら
ご
連
絡
を

固 定 資 産 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

第３期

第６期

第６期

第６期

の納期限は１２月２５日（水）です。
期限内の納付をお願いします。

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を

ご
存
じ
で
す
か
？

H
健 康

H e a l t h

健 康を

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

児
童
手
当
支
給
日

児
童
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　国民年金保険料は、健康保険や厚生

年金などの社会保険料を納めた場合と

同様に、社会保険料控除としてその年

の課税所得から控除し、所得税および

住民税額を軽減することができます。

　税法上とても有利な国民年金は、老

後はもちろん病気やけがで障害が残っ

たときなど万一のときにも心強い味方

となる制度です。保険料は納め忘れの

ないようきちん

と納めましょう。

●問い合わせ／ねんきん加入者ダイヤル（ナビダイヤル）☎０５７０-００３-００４／０５０から始まる電話の場合は☎０３-６６３０-２５２５

対 象 者

①
電子送付 令和６年１０月中旬から下旬にかけて順次

令和６年１０月下旬から１１月上旬にかけて順次郵　送

送付方法 送付時期

令和６年１月１日から令和６年９月３０日までの間

に国民年金保険料を納付された方

②
電子送付 令和７年１月下旬

令和７年２月上旬郵　送

令和６年１０月１日から令和６年１２月３１日までの

間に国民年金保険料を納付された方（①の対

象者は除く）

市議会事務局☎57－8513

●開会 １１月２８日(木)９：３０～

●一般質問 １２月５日(木)・６日(金)
　　　　　　　　　　　　９日(月)・１０日(火)

●議案質疑・付託 １２月１０日(火)

●委員会審査　１２月１１日(水)・１２日(木)

●閉　会　　　　１２月２０日(金)

問

令和６年１月～１２月の期間に納付した保険料の全額

　　　　　　 （過去の年度分や追納された保険料を含む）

※配偶者やご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、その保険料

についても合わせて控除することができます

年末調整や確定申告により申告してください。なお、令

和６年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受ける

ためには、保険料を支払ったことを証明する書類（領収証書等）を添付

する必要があります。

保険料を支払ったことの証明書類として、日本

年金機構から下記のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）控

除証明書」が送付されます。マイナポータルから「ねんきんネット」にログ

インし、電子送付希望の登録をすると、マイナポータルの「お知らせ」で

電子版を受け取ることができます（登録をすると郵送されなくなります）

13２０２４.１２ 12 ２０２４.１２


